望遠鏡観測部門報告　Report of Telescopic Meteor observations in January,2012 No.334
担当幹事　殿村泰弘(Tonomura Yasuhiro) 宮城県富谷町（Tomiya-machi Miyagi-pref,Japan）

２０１２年１月の望遠鏡観測の結果を（表－１）に示します。今月も，寺迫氏と中村氏からの2名の方から報告がありました。
（表－１）　２０１２年　１月望遠鏡観測結果
Table 1   Summary of the Telescopic Meteor observations in January, 2012
	観  測   者
Observer
	観   測   地
Locality
	夜数
Night
	時間
Time
	流星数Meteor
	　　備　　考
Remarks

	
	
	
	
	Plot
	S’n
	Total
	

	寺迫　正典
Terasako Masanori
	静岡県浜松市北区
Hamamatsu Shizuoka
	12
	600
	-
	57
	57
	15cm×25 2.7°Bino.
25cm×35 2.4°L.T.
40cm×56 1.6°L.T.

	中村　正光

Nakamura Masamitsu
	静岡県浜松市北区
Hamamatsu Shizuoka
	2
	100
	
	1
	1
	15cm×25 2.7°Bino.

	2012年 1月計
	
	14
	700
	0
	58
	58
	HR 5.0


１月は寒波が連続して日本に南下したために日本海側や北海道では，大雪に見舞われた。漢字の住んでいる仙台平野も奥羽山脈を越えた雪雲によって，何度も積雪と－10度を下回る低温に見舞われました。
★　２０１２年１月の出現状況
●　出現数状況

　２０１２年１月の出現数変化を（表－２）に示します。
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（表－２）２０１２年1月の望遠鏡流星の出現数変化

Table 2 Telescopic Meteors Observational data in January,2012
●　光度分布
  ２０１２年1月望遠鏡流星の光度分布は，（表－３）に示すとおりです。
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Total
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(表－３）２０１２年１月の望遠鏡流星の光度分布

Table 3 Magnitude distributions of the Telescopic Meteors in January, 2012
　寺迫氏の観測からは，HRで最大9.0という観測結果をいただいています。流星の出現は，２月を最低として年周変化するといわれていますが，この結果は，未知の微光の流星群の突発的があった可能性を示唆しているものと推定できます。しかし，夕方や早朝に観測する眼視観測者も少ないので，なかなか推定の域を出ないのが残念です。
　2012年の観測結果から，各観測者ごとの光度分布の年間集計を毎月行っていくことにしました。あとで集計すると億劫になってしまうので毎月のこの原稿を作成するときに入力していくことで，次年度の早い時期に紹介することができます。もちろん過去の光度分布の年間集計も，時期を見つけて集計し，公開する計画です。

